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まず， Th.ガイガーが， 30年 9月選挙を分析し， r (ナチの)選挙の勝利は，
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が，繰返されている。現イ1: のP--体 (j(J な凶 ~m~に対する人 I l\ J 的共感は. .}u否される C そのプロ
レタリア化ののちに，はじめて救いがくる。彼らの共感・政治的感情は，すべて本来的プ
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